
- 1 - 

船舶事故調査報告書 

 

                              令和２年１０月７日 

                        運輸安全委員会（海事部会）議決 

委 員 長  武 田 展 雄 

委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

委   員  田 村 兼 吉 

委   員  柿 嶋 美 子 

委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和元年１１月２日 ２１時３１分ごろ 

発生場所 愛媛県松山市田ノ島南方沖 

 野忽那
の ぐ つ な

港北防波堤灯台から０７５°９３０ｍ付近 

 （概位 北緯３３°５８.６′ 東経１３２°４１.８′） 

事故の概要  遊漁船第三和
かず

丸は、船長ほか１人が乗り組み、釣り客１０人を乗

せ、田ノ島南方沖から同北方沖に移動中、令和元年１１月２日２１時

３１分ごろ同島南方沖の浅所に乗り揚げた。 

 第三和丸は、全乗船者が負傷し、船首下部の破口等を生じた。 

事故調査の経過  令和元年１１月３日、本事故の調査を担当する主管調査官ほか２人

の船舶事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

  

 

遊漁船 第三和丸、４.９トン 

ＨＳ３－５０３２５（漁船登録番号）、個人所有 

１０.８２ｍ（Lr）×２.７８ｍ×０.８４ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、４０４.５０kＷ、平成１１年９月１３日 

第２７３－１０５０１号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 本件船長 男性 ６５歳 

 二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 昭和５１年６月２５日 

  免許証交付日 平成３１年２月２５日 

         （令和６年１１月１３日まで有効） 

釣り客Ａ 男性 ５７歳 

釣り客Ｂ 男性 ６８歳 

釣り客Ｃ 男性 ７６歳 

釣り客Ｄ 男性 ７０歳 

 死傷者等 重傷 ４人（釣り客Ａ、釣り客Ｂ、釣り客Ｃ及び釣り客Ｄ）、軽傷 

８人（本件船長、補助者、釣り客６人） 

 損傷 船首下部に破口及び凹損、左舷中央部外板及び舷縁に亀裂、船底外板

に擦過傷 
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 気象・海象 気象：天気 薄曇り、風向 北東、風力 １ 

海象：波高 約０.５ｍ、潮汐 上げ潮の中央期 

月没時刻：２１時１９分ごろ  

 事故の経過  本船は、本件船長ほか釣り客の対応等を行う補助者１人が乗り組

み、釣り客１０人を乗せ、遊漁の目的で、令和元年１１月２日１５時

３０分ごろ松山市松山港北方沖の釣り場に向けて広島県尾道市吉和
よ し わ

漁

港を出港した。 

 本船は、機関を回転数毎分約２,０００として約２６ノット（kn）の

速力（対地速力、以下同じ。）で航行し、１７時００分ごろ松山港北方

沖の釣り場に到着した。 

本件船長は、付近海域で釣りを行った後、松山市野忽那島北東方に

存在する田ノ島東方沖から南進して同島南方沖の釣り場に至り、４～

５kn の速力として魚群探索を行ったものの魚影がなく、どうにかして

釣果を得ようと焦りを感じ、釣り場を同島北方沖に変更することと

し、釣り客の転倒防止の目的で甲板上をＬＥＤ照明で照らした状態

で、２１時２９分ごろ約１５kn の速力で移動を開始した。 

本件船長は、薄曇りで月明かりのない暗夜の中、操舵室で操船を行

っていたところ、前方に島影等が見当たらなかったので、すでに田ノ

島を通過したと判断し、同島北方沖に向かおうとして左舵を取った。 

本船は、本件船長が、左舵を取った状態で、その後も釣果を得るこ

とに焦りを感じながら、目視によって航行を続けていたところ、至近

に島影を認めて急いで機関を中立運転としたものの、２１時３１分ご

ろ田ノ島南方沖の浅所に乗り揚げた。 

釣り客等は、甲板上でクーラーボックスに着座等していたところ、

乗り揚げた衝撃で身体が船首方に飛ばされて甲板上の構造物、クーラ

ーボックス等に当たって負傷し、また、本件船長は、操舵室内で操船

していたところ、同衝撃で身体が同室内の構造物等に当たって負傷し

た。 

本件船長は、釣り客の負傷、船体の損傷等を確認した上、１１８番

に通報して救助を要請するとともに、僚船に連絡して救援を依頼した

後、機関を使用して本船を自力で離礁させた。 

釣り客Ａ～Ｄは、来援した巡視艇に移乗して松山港付近の係留場所

に到着したのち救急車で松山市内の病院に搬送され、釣り客Ａが右肋

骨骨折、胸部打撲等、釣り客Ｂが右肋骨骨折、右気胸等、釣り客Ｃが

中心性頚髄損傷、釣り客Ｄが右鎖骨骨折等と診断された。 

本件船長、ほかの釣り客等の計８人は、本船又は来援した僚船で松

山港付近等に到着し、松山市内等の病院で診察を受け、頭部打撲、背

部打撲等と診断された。 

（付図１ 航行経路図、付表１ 本船のＧＰＳ記録（抜粋）、写真１ 

本船の損傷状況 参照） 
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 その他の事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 本船の喫水 

本船の喫水は、船首約０.６ｍ、船尾約１.３ｍであった。 

(2) 本件船長の経歴等 

本件船長は、約３０年前から船長として遊漁船業を行っており、

本船で約２０年船長を務め、田ノ島付近の釣り場で１００回以上遊

漁の経験があり、本事故発生当時の健康状態は良好であった。 

(3) 本船の操舵室の状況 

本船は、操舵室中央やや右舷寄りに舵輪を、その右側にクラッチ

レバー及びスロットルレバーを、舵輪前部にレーダー、ＧＰＳプロ

ッター、魚群探知機等を備え、それぞれが本事故当時作動してい

た。（図１ 参照） 

 

 

                                

                              

                             

                              

                              

                             

                              

                                   

                             

                                

                                       

         図１ 操舵室の航海計器 

 

(4) 甲板上の照明の点灯状況 

本件船長は、通常航行中、甲板上を照らすＬＥＤ照明を消灯して

いたが、短時間の移動を行う際には、釣り客の転倒防止の目的とし

て同照明を点灯していた。 

(5) 釣り場移動時の状況 

本件船長は、本事故当時、釣り客に対して釣り場を移動する旨を

伝え、釣り道具が船内に収められていること、及び釣り客がクーラ

ーボックスに着座する等の移動準備ができていることを確認した

後、田ノ島南方沖から移動を開始した。 

(6) 本船の全乗船者は、本事故当時、それぞれ救命胴衣を着用してい

た。 

本件船長は いつも釣り客１人当たり１０～１５匹の釣果があるとこ

ろ、本事故当時、同釣果が数匹しかなく、これまでになく釣果が少な

かったので、どうにかして釣果を得ようと焦っていた。 

ＧＰＳプロッター 

レーダー 

ソナー 
魚群探知機 

舵輪 

スロットル 

レバー 

クラッチ 

レバー 

ＧＰＳ 

プロッター 
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本件船長は、田ノ島北方沖に移動中、ＧＰＳプロッターで本船と同

島の位置関係を確認していれば、乗り揚げたりしなかったと本事故後

に思った。 

本件船長は、田ノ島北方沖に移動中、月明かりがあれば島を見つけ

られたが、本事故当時には月明かりがなく、薄曇りの状態であり、田

ノ島に明かりがない状態であったことに加え、甲板上を照らしていた

ＬＥＤ照明が僅かではあるが視界に入り、目視による見張りに影響を

与えたと本事故後に思った。 

本船は、本事故発生前、釣り客が本船甲板上の右舷側及び左舷側に

それぞれ５人ずつ間隔を空けて並んでおり、それぞれの釣り客が持参

して甲板上に置いたクーラーボックス、釣り道具入れ等に着座し、右

舷船尾部に釣り客Ａ、左舷船首部から順に釣り客Ｂ、釣り客Ｃ及び釣

り客Ｄが配置されていた。（図２参照） 

  

 

 

                                                              

                                

                                

                                                           

    

                                              

      図２ 釣り客等の配置 

  

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

あり 

(1) 事故発生に関する解析 

本船は、田ノ島南方沖において、薄曇りで月明かりのない暗夜の

中、同島北方沖の釣り場に移動中、本件船長が、釣果を得ようと焦

りを感じながら、目視により航行していたことから、すでに田ノ島

を通過したと判断して同釣り場に向かおうとして左舵を取った後、

同島に向かっていることに気付かず、島影を至近に認めて急いで機

関を中立運転としたものの、同島南方沖の浅所に乗り揚げたものと

考えられる。 

(2) 事故要因に関する解析 

本件船長は、これまでになく釣り客の釣果が少なく、どうにかし

て釣果を得ようと焦っていたことから、ＧＰＳプロッターで本船と

田ノ島の位置関係を確認することを忘れた状態で、目視のみにより
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航行していたものと考えられる。 

本件船長は、田ノ島南方沖から同島北方沖に移動中、前方に島影

等が見当たらなかったことから、すでに田ノ島を通過したと判断

し、同島北方沖に向かおうとして左舵を取ったものと考えられる。 

本件船長が、本船が田ノ島に向かっていることに気付かなかった

のは、本事故時、薄曇りで月明かりのない暗夜であったことに加

え、甲板上をＬＥＤ照明で照らした状態で航行していたことが関与

したものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、田ノ島南方沖において、薄曇りで月明かりのない

暗夜の中、本船が同島北方沖の釣り場に移動中、本件船長が、釣果を

得ようと焦りを感じながら、目視のみにより航行していたため、同島

に向かっていることに気付くのが遅れ、急いで機関を中立運転とした

ものの、同島南方沖の浅所に乗り揚げたものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・ 船長は、慣れた海域を航行する場合でも、操船に集中し、夜間には

目視だけでなくＧＰＳプロッター等を活用して本船と陸岸等の位置

関係を確認するなど、常時適切な周囲の見張りを行うこと。 

・遊漁船の船長は、釣り客及び航行の安全を確保することに務め、夜

間においては短時間の移動を行う場合でも、釣り客を船室、船尾部

等の安全な場所に待機させ、見張りの支障となる照明等を消灯する

こと。 
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付図１ 航行経路図 

 

 

               
                                           

  

 

 

 

 

 

愛媛県 

広島県尾道市吉和漁港 
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付表１ 本船のＧＰＳ記録（抜粋） 

   

 

日付 

 

 

時刻 

（時：分：秒） 

船  位※ 

北緯 

（°-′ -″） 

東経 

（°-′ -″） 

11 月 2 日 21:28:51 33-58-12.9 132-41-49.3 

 21:28:57 33-58-13.1 132-41-50.4 

 21:29:03 33-58-13.8 132-41-51.5 

 21:29:10 33-58-15.2 132-41-52.6 

 21:29:11 33-58-15.4 132-41-52.7 

 21:29:15 33-58-16.3 132-41-53.1 

 21:29:19 33-58-17.2 132-41-53.4 

 21:29:23 33-58-18.1 132-41-53.6 

 21:29:28 33-58-19.2 132-41-53.8 

 21:29:33 33-58-20.2 132-41-54.0 

 21:29:38 33-58-21.3 132-41-54.3 

 21:29:42 33-58-22.3 132-41-54.4 

 21:29:46 33-58-23.4 132-41-54.5 

 21:29:50 33-58-24.7 132-41-54.4 

 21:29:53 33-58-25.6 132-41-54.4 

 21:29:57 33-58-26.8 132-41-54.3 

 21:30:01 33-58-28.0 132-41-54.2 

 21:30:06 33-58-29.6 132-41-53.9 

 21:30:10 33-58-30.8 132-41-53.5 

 21:30:14 33-58-32.0 132-41-52.9 

 21:30:18 33-58-33.2 132-41-52.1 

 21:30:22 33-58-34.2 132-41-51.2 

 21:30:26 33-58-35.2 132-41-50.2 

 21:30:30 33-58-36.0 132-41-49.1 

 21:30:33 33-58-36.6 132-41-48.2 

 21:30:37 33-58-37.1 132-41-47.5 

  ※船位は、操舵室上方に設置されたＧＰＳアンテナの位置である。 
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               写真１ 本船の損傷状況 

      

  

 

 

                                               

 

船首下部（破口、凹損） 

左舷舷縁 

（亀裂） 

左舷中央部外板 

（亀裂） 

ＬＥＤ照明 

船首 

船首 


